
別記様式第６号添付書類（都道府県協議会用）

作成：平成２１年８月６日
１　自給力向上戦略作物等需要拡大実施方針

＜現状と課題＞ ＜現状と課題＞

＜対応方針＞ ＜対応方針＞

※作物毎に需要拡大や安定供給の取組についての現状と課題、対応方針を記載すること。

２　小麦の需要拡大実施方針
パン・中華めん用小麦の作付目標（拡大）面積と所要見込み額

うち根雪前播種技術
導入作付面積（ha）

うち根雪前播種技術
導入作付面積（ha）

170 0 5,100,000

ゆきちから又はアオ
バコムギ（あいづ地
域）

60 0 3,000 1,800,000

同上（会津いいで地
域）

50 0 3,000 1,500,000

同上（会津みどり地
域）

60 0 3,000 1,800,000

　排水対策の徹底を図るため栽培の団地化や大豆３００Ａ技術等新技術の普及拡大を進めているが、平成２０
年産の１ｈａ以上の団地化率は、麦類では８２％あるものの、大豆では３８％にとどまっている。また、大豆３００Ａ
技術等は１４％であり普及途上にある。
  適期収穫と適切な乾燥調製が円滑に実施されないため、特に天候不順の年には収量・品質の確保が困難な
状況である。
  麦類の種類別作付けについては、需要状況から生産の９割以上は小麦が占めている。小麦の収穫時期が６月
下旬から７月上旬であり、大豆の播種時期が適期より大きく遅れる地域が多いため、県内における大豆、麦類の
輪作体系（大豆・小麦・大豆又は水稲・小麦・大豆の２年３作）が定着しているのは、５０ｈａ程度にとどまってい
る。

　本県における米の１０ａ当たり生産費は、平成１９年産米で約１２１千円と、前年に比べ　６．８％減少したもの
の、平成２０年産以降は、燃油・肥料価格の高騰の影響から、生産費の上昇が予想される。
　畜産農家にあっては、バイオエタノールなどの新たな需要の台頭や主要産地の不作等による世界的な穀物需
給バランスがひっ迫する中、飼料価格の高騰が畜産経営を圧迫している現状にある。
　本県においては、不作付水田や主食用水稲の過剰作付けが依然解消されない状況にあり、水田を有効に活
用した生産調整への取組み誘導を図る必要がある。
　このような中、国の新規需要米に対する助成措置を有効に活用し、自給飼料の増産とともに過剰作付けの解
消に向け、耕畜連携をより一層強化し、新規需要米の作付け誘導と団地化を進める必要がある。
　飼料用米や米粉用米にあっては、主食用米に比べ販売単価が安いことからも、低コスト生産技術の取組みを
より一層推進する必要がある。

　栽培の団地化や大豆３００Ａ技術等の普及拡大に努め、排水対策を徹底し収量・品質の安定向上を図る。
  適期収穫と適正な乾燥調製が可能となるよう、産地規模に応じた機械施設の導入整備を推進する。
  集落営農組織や作業受託組織の育成を図りながら、大豆、麦類については水田経営所得安定対策への加入
を促進し、経営体による生産体制の整備を進める。
  本県の場合、生産規模がまだ小さいため、加工業者と連携し地産地消による県産大豆・麦類の需要喚起に努
め、流通量の拡大を目指す。

　専用品種や多収性品種導入の誘導を図る。
  関係機関・団体の農業技術普及組織が相互に連携し、各種研修会や現地検討会等の開催により低コスト化・
高品質化技術の普及指導に努める。
  集落営農を推進するなど、担い手組織等への農地の利用集積や作業受委託を促進し、農地流動化による新
規需要米の団地化を進め、作業効率化による低コスト生産を推進する。
  各種補助事業等の利用による高性能農業機械の導入を支援し、経営規模の拡大を進め、農業機械の効率的
な利用による高品質・低コスト生産を推進する。
  飼料用米にあっては、大規模乾燥調製貯蔵施設を核とした生産・集荷・出荷体制の整備を推進し、低コスト化
に向けた取組みを支援する。

品　種　名

交付単価（円/10a） 所要見込み額（円）作付目標面積（ha）

パン・中華めん用小麦計

所要見込み額（円）交付単価（円/10a）
作付拡大目標

面積（ha）

福島県水田農業産地づくり対策等推進会議自給力向上戦略作物等緊急需要拡大対策事業需要拡大実施方針等

麦

23年産

飼料用米大豆 米粉用米

22年産



３　大豆の需要拡大実施方針

（１）大豆３００Ａ技術等の導入状況と目標面積

          （ア）密植遅播き栽培技術 0 ｈａ 100 ｈａ

          （イ）有芯部分耕栽培技術 0 ｈａ 100 ｈａ

          （ウ）立毛間播種技術 0 ｈａ 100 ｈａ

          （エ）不耕起狭畦密植栽培技術 157 ｈａ 300 ｈａ

          （オ）耕耘同時畦立て播種栽培技術 350 ｈａ 500 ｈａ

          （カ）小明きょ作溝同時浅溝栽培技術 0 ｈａ 100 ｈａ

          （キ）小型不耕起密条播種技術 34 ｈａ 100 ｈａ

          （ク）無培土・狭畦密植栽培技術 0 ｈａ 100 ｈａ

（２）大豆３００Ａ技術等の所要見込み額

地域名
（予定）

技術名
実証ほ設置

計画面積（ha）
交付単価
（円/10a）

所要見込み額
（円）

地域名
（予定）

技術名
実証ほ設置

計画面積（ha）
交付単価
（円/10a）

所要見込み額
（円）

あいづ地域 30 15,000 4,500,000 あいづ地域 25 15,000 3,750,000
南相馬市原町地域 10 15,000 1,500,000 南相馬市原町地域 10 15,000 1,500,000
南相馬市小高地域 15 15,000 2,250,000 南相馬市小高地域 15 15,000 2,250,000
大熊町地域 10 15,000 1,500,000 大熊町地域 10 15,000 1,500,000
浪江町地域 10 15,000 1,500,000 浪江町地域 10 15,000 1,500,000

計 75 11,250,000 70 10,500,000

（３）大豆の複数年栽培契約の取組目標と所要見込み額

数量（kg）
契約価格
（円/60kg）

交付単価
（円/60kg）

所要見込み額
（円）

数量（kg）
契約価格
（円/60kg）

交付単価
（円/60kg）

所要見込み額
（円）

数量（kg）
契約価格
（円/60kg）

数量（kg）
契約価格
（円/60kg）

福島市地域 6,000 未定 3,000 300,000 6,000 未定 1,000 100,000 6,000 未定
あいづ地域 9,000 未定 3,000 450,000 9,000 未定 1,000 150,000 9,000 未定
会津いいで地域 66,000 未定 3,000 3,300,000 66,000 未定 1,000 1,100,000 66,000 未定
会津みどり地域 66,000 未定 3,000 3,300,000 66,000 未定 1,000 1,100,000 66,000 未定
南相馬市原町地域 6,000 未定 3,000 300,000 6,000 未定 1,000 100,000 6,000 未定

153,000 3,000 7,650,000 153,000 1,500 2,550,000 153,000

目標（Ｈ２７年産）現状（Ｈ２０年産）技術名

24年産（計画）

22年産21年産

23年産（計画）

耕耘同時畦立
て播種栽培技
術等（予定）

耕耘同時畦立
て播種栽培技
術等（予定）

契約栽培の
産地品種銘柄等

計

21年産（計画） 22年産（計画）



４　米粉用米・飼料用米の安定的な取引の推進

（１）現況と課題

米粉・飼料用米の生産状況と今後の見込み

白河市 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 18 20 20 20 20

矢吹町 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 2 2 2 2

棚倉町 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 6 6 6 6

矢祭町地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 1 1 1 1

塙町地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 1 1 1 1

鮫川村 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 6 6 6 6

あいづ地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 3 12 12 12 12

会津いいで地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 9 9 9 9

南相馬市鹿島地域米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 0 3 3 3 3

（２）複数年契約栽培の推進方針（事業量見込み）

契約栽培数量の見込み

数量（kg） 面積（ha）
価格

（円/60kg）
所要見込み

額（円）
数量（kg） 面積（ha）

価格
（円/60kg）

所要見込み
額（円）

数量（kg） 面積（ha）
価格

（円/60kg）
数量（kg） 面積（ha）

価格
（円/60kg）

白河市 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 12,000 2 未定 100,000 12,000 2 未定 12,000 2 未定

矢吹町 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 12,000 2 未定 100,000 12,000 2 未定 12,000 2 未定

棚倉町 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 30,000 6 未定 250,000 30,000 6 未定 30,000 6 未定

矢祭町地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 3,600 1 未定 30,000 3,600 1 未定 3,600 1 未定

塙町地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 6,000 1 未定 50,000 6,000 1 未定 6,000 1 未定

鮫川村 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 30,000 6 未定 250,000 30,000 6 未定 30,000 6 未定

あいづ地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 45,000 9 未定 375,000 45,000 9 未定 45,000 9 未定

会津いいで地域 米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 45,000 9 未定 375,000 45,000 9 未定 45,000 9 未定

南相馬市鹿島地域米粉又は飼料用 コシヒカリ等(予定） 18,600 3 未定 155,000 18,600 3 未定 18,600 3 未定

計 202,200 39 1,685,000 202,200 39 202,200 39

20年産

作付面積　（単位：ｈａ）
用途 品種名

24年産（見込み）23年産（見込み）22年産（見込み）21年産（見込み）
産地・地域名

産地・地域名 用途 品種名 21年産 23年産 24年産

契約（見込み）数量及び面積

22年産



５　国産麦、大豆及び米粉用米・飼料用米を用いた商品開発等

（１）　国産原料の種類、原産地、使用数量等

①（麦種　　　　　）

②大豆

③米粉用米

④飼料用米

（２）　商品の開発に要する所要見込み額

①（麦種　　　　　）

②大豆

③米粉用米

④飼料用米

作物等名

作物等名 開発に要する所要見込み額商品の概要等

備考使用数量（kg）原産地名



６　推進事務実施計画

（１）基金管理事務費（都道府県協議会のみ）

都道府県協議会名 推進内容 交付見込み額（円）

福島県水田農業産地づくり対策
等推進会議

振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 54,000

合　　　　計 54,000

（２）推進事務費（都道府県及び地域協議会）

都道府県及び
地域協議会名

推進内容 交付見込み額（円）

福島市地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

白河市地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

棚倉町 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

矢祭町地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

塙町地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

鮫川村 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

あいづ地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

会津いいで地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

会津みどり地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

南相馬市原町地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

南相馬市鹿島地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

南相馬市小高地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

大熊町地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

浪江町地域 パンフレット作成、振込手数料、通知郵送料、消耗品費等 80,000

合　　　　計 1,120,000


